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5 章では、アスコルビン酸（Asc）の 6 位パルミトイル化誘導体が、Asc の約 1/10 濃度で、がん細
胞増殖を抑制すること、さらにハイパーサーミアを併用するとアスコルビン酸ラジカルが増加し、効
果が増強されることを明らかにしている。 
6 章では、Asc の 2 位のリン酸または脂肪酸エステル化、6 位の脂肪酸エステル化を組合せた各種
誘導体の制がん効果とハイパーサーミア併用効果を調べた結果、6 位がパルミチン酸、2 位がリン酸
エステルの誘導体が、最も高い抗がん効果を示す一方、正常細胞には影響を与えないことを明らかに
している。 
以上のように、本論文著者は、ナノバブル水素水、香料成分、アスコルビン酸誘導体の抗がん作用と
ハイパーサーミア併用効果について研究を行ない、抗がん剤として有望な物質を見出している。これ
らの研究成果はがんの治療法の開発や細胞工学の進展に寄与するところが大きい。よって本論文の著
者は博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
 
 
